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第7回通常総代会開催特 集

NOSAI支所職員が教えます

「わがまち自慢 !」

新企画

抽選で５名様に

「大人のちょっと贅沢アイスセット」プレゼント!
（詳しくは P15）

届
け
た
い
、会
津
の
絶
品
ア
ス
パ
ラ
。



受賞された皆様
おめでとうございます

表彰者名簿
令和 4 年度、農業保険事業に貢献された優秀基礎組織及び任意共済事業推進に功績のあっ

た方々に対し、全国農業共済協会より表彰が行われました。また、家畜多頭飼養優良畜産農家
の方々や共済部長等功績者、永年勤続職員に対し福島県農業共済組合長から表彰されました。

受賞された皆様、おめでとうございます。

あいさつする佐瀬組合長

議長に会津坂下町の大竹宗一総代が選任された

令和３年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書、
剰余金処分案及び不足金処理案の承認について
●Ｐ４～５参照

令和４年度事業計画及び収支予算の決定について
●Ｐ４～５参照

役員、顧問、損害評価会委員、損害評価員及び共済部長報酬額の
決定について
●総額103,479千円以内

退任役員に対する慰労金支給額の決定について
●26,494千円以内

特別積立金の取崩し承認について
●26,376千円以内（損害防止費用に充てるため）

農作物共済勘定及び業務勘定に係る貸倒引当金の損金処理について
●1,148,592円

借入金最高限度額及び借入条件の決定について
●最高限度額50億円

理事、監事の選任について
●理事１７名、監事３名

損害評価会委員の選任について
●損害評価会　審議委員46名　　

●損害評価会　調査委員608名

通常総代会に提出され可決承認された議案
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合
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の
第
７
回
通
常
総
代
会

が
５
月
26
日
、
福
島
市

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
会
議

室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
同
様
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
対
策

の
た
め
、
規
模
を
縮
小

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

佐
瀬
初
彦
組
合
長
は

あ
い
さ
つ
で
、
昨
年
の

７・８
月
の
大
雨
や
今
年

の
豪
雪
な
ど
自
然
災
害

に
触
れ
、「
農
業
共
済
、
収
入
保
険
に
よ
る
農
家
経
営
の
損

失
を
補
て
ん
す
る
機
能
は
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
無
保
険
者
を
出
さ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
農
業
者
を

守
れ
る
よ
う
、
理
解
を
深
め
な
が
ら
制
度
の
普
及
に
努
め
て

参
る
所
存
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

議
長
に
は
会
津
坂
下
町
の
大
竹
宗
一
総
代
が
選
任
さ
れ
、

令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
な
ど
全
９
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

受
賞
者
は
Ｐ
３
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞

【
建
物
共
済
の
部
】

根　

本　

久　

美
（
県
北
支
所
）

大
河
原　

正　

一
（
県
南
支
所
）

森　

田　

正　

樹
（
県
南
支
所
）

滝　

田　

賢　

治
（
県
南
支
所
）

蕪　

木　
　
　

洋
（
県
南
支
所
）

兼　

子　

泰　

彦
（
県
南
支
所
）

【
農
機
具
共
済
の
部
】

中　

野　

宏　

一
（
中
央
支
所 

い
わ
き
出
張
所
）

岡　

部　

政　

広
（
県
南
支
所
）

関　

根　

弘　

康
（
県
南
支
所
）

熊　

田　

信　

一
（
県
南
支
所
）

森　
　
　

広　

和
（
県
南
支
所
）

大　

島　

重
太
郎
（
県
南
支
所
）

八　

幡　

守　

泰
（
県
南
支
所 

白
河
出
張
所
）

鈴　

木　

忠　

一
（
県
南
支
所 

白
河
出
張
所
）

上　

妻　

正　

美
（
県
南
支
所 

白
河
出
張
所
）

鈴　

木　

辰　

也
（
県
南
支
所 

白
河
出
張
所
）

福
島
県
農
業
共
済
組
合
長
賞

宮　

川　
　
　

聡
（
県
北
支
所
）

細　

川　

惠　

美
（
県
北
支
所 

相
馬
出
張
所
）

遠　

藤　

好　

則
（
中
央
支
所
）

佐　

藤　

正　

和
（
県
南
支
所
）

遠　

藤　

峰　

雄
（
会
津
支
所
）

福
島
県
農
業
共
済
組
合
長
賞

【
30
年
勤
続
表
彰
】

長　

場　

郁　

夫
（
本
所
）

林　

崎　

博　

幸
（
県
北
支
所 

福
島
出
張
所
）

加　

藤　
　
　

武
（
県
北
支
所 

相
馬
出
張
所
）

末　

永　

英　

樹
（
県
北
支
所 

相
馬
出
張
所
）

太　

田　

俊　

一
（
中
央
支
所
）

鈴　

木　
　
　

明
（
中
央
支
所
）

高　

橋　

祐　

樹
（
中
央
支
所 

双
葉
出
張
所
）

添　

田　

喜　

寿
（
県
南
支
所
）

柏　

村　

健　

一
（
県
南
支
所 

白
河
出
張
所
）

菊　

地　

秀　

章
（
県
南
支
所 

白
河
出
張
所
）

中　

川　

貴　

幸
（
会
津
支
所
）

新
井
田　

直　

哉
（
会
津
支
所
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

伊　

藤　
　
　

大
（
中
央
支
所
）

中　

野　

聡　

子
（
中
央
支
所
）

松　

本　

久
美
子
（
中
央
支
所
）

近　

藤　

雅　

史
（
県
南
支
所
）

板　

橋　

憲
太
郎
（
会
津
支
所
）

第
７
回
通
常
総
代
会 

開
催

任
意
共
済
事
業

推
進
功
績
者
表
彰

祝

家
畜
多
頭
飼
養

優
良
畜
産
農
家
表
彰

祝

農
業
共
済
団
体
職
員

永
年
勤
続
者
表
彰

祝

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

特
集

ひかりNOSAIふくしま 32号　23　ひかりNOSAIふくしま 32号



令和３年度 事業実績

34 億 2,471 万円

1 兆 2,239 億円

農 作 物 共 済 令和３年度実績 令和４年度計画

水稲
引 受 3,986,377 a 3,789,360 a
共 済 金 額 25,339,309 千円 27,396,221 千円
支払共済金 52,178 千円 ――

麦
引 受 7,828 a 5,730 a
共 済 金 額 6,274 千円 4,465 千円
支払共済金 242 千円 ――

○水稲では、8 月中旬以降低温・日照不足により、いもち病や不稔障害等の被害が発生しました。また気圧通過に伴う断続的な
　降雨と局地的な豪雨により、稲の倒伏、水路の氾濫や土砂崩れ等により圃場への土砂流入などが一部地域で発生しました。
○麦では一部地域において、2 月中旬から 4 月下旬の降雨により圃場が過湿状態になり、根腐れによる生育不良、分けつ不良と
　なる被害が発生しました。

果 樹 共 済 令和３年度実績 令和４年度計画

りんご
引 受 12,209 a 13,692 a
共 済 金 額 247,058 千円 214,074 千円
支払共済金 21,532 千円 ――

ぶどう
引 受 637 a 871 a
共 済 金 額 22,834 千円 28,354 千円
支払共済金 3,031 千円 ――

な　し
引 受 8,743 a 8,552 a
共 済 金 額 207,500 千円 200,131 千円
支払共済金 71,218 千円 ――

も　も
引 受 17,481 a 17,197 a
共 済 金 額 429,344 千円 403,553 千円
支払共済金 86,394 千円 ――

か　き
引 受 768 a 839 a
共 済 金 額 8,068 千円 9,057 千円
支払共済金 2,652 千円 ――

○昨年の被害は、県内全域で 4 月の度重なる降霜により、芽が枯れたことによる結実不良が全樹種で発生しました。

家 畜 共 済 令和３年度実績 令和４年度計画

牛・豚・馬
引 受 114,739 頭 114,679 頭
共 済 金 額 20,403,953 千円 21,340,060 千円
支払共済金 734,630 千円 ――

○事故発生件数が増加したことから、支払共済金は前年実績と比較して 1,120 万 6 千円増加（101.5％）しました。

畑 作 物 共 済 令和３年度実績 令和４年度計画

大　豆
引 受 33,176 a 30,510 a
共 済 金 額 60,486 千円 54,863 千円
支払共済金 1,674 千円 ――

そ　ば
引 受 5,016 a 6,644 a
共 済 金 額 8,130 千円 9,359 千円
支払共済金 81 千円 ――

蚕　繭
引 受 132 箱 30 箱
共 済 金 額 8,396 千円 1,967 千円
支払共済金 127 千円 ――

○大豆及びそばは、8 月以降の長雨、低温、日照不足により、雨害湿潤害が発生し生育不良となりました。蚕繭では、４月の度重なる
降霜により桑の芽が凍死する被害が発生しました。

園 芸 施 設 共 済 令和３年度実績 令和４年度計画

園芸施設
引 受 15,731 棟 17,980 棟
共 済 金 額 10,395,431 千円 12,681,925 千円
支払共済金 37,490 千円 ――

○急激に発達した低気圧の通過による強風や降雪により、本体の変形や被覆物に被害が発生しました。施設内農作物ではトマトに
病害が発生しました。

任 意 共 済 令和３年度実績 令和４年度計画

建　物
引 受 107,453 棟 107,866 棟
共 済 金 額 1,036,141,510 千円 1,048,930,000 千円
支払共済金 1,998,352 千円 ――

農機具
引 受 45,184 台 45,415 台
共 済 金 額 130,622,480 千円 130,010,000 千円
支払共済金 415,113 千円 ――

保管中
農産物
補償共済

引 受 29 口 95 口
共 済 金 額 29,000 千円 95,000 千円
支払共済金 ―― ――

○建物共済は、令和 3 年 2 月に発生した福島県沖地震のほか、令和４年１月会津地方を中心とした大雪により、昨年比 2,799 棟増、
支払共済金は 14 億 8,981 万円増となりました。

○農機具共済は、昨年比事故台数 265 台減、支払共済金 79,423 万円減少しました。
○保管中農産物補償共済は令和 3 年度の事故発生はありませんでした。

事業実績 事業計画令和３年度 令和４年度

共 済 金 額

支払共済金

令和４年度 事業計画

1兆2,413 億円

共 済 金 額
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勝

渡
邊
　
雄
八

青
島
　
貞
己

吉
田
　
悦
雄

若
松
　
長
寿

佐
藤
　
　
敬

猪
狩
　
光
正

根
内
　
一
彰

髙
木
　
保
善

大
田
原
　
謙
司

丹
野
　
清

澤
田
　
耕
一

江
坂
　
秀
明

蛭
田
　
廣
明

芳
賀
　
安
雄

折
笠
　
幸
夫

石
森
　
金
一

大
竹
　
正
男

県
南
支
所（

33
人
）

吉
田
　
明
弘

柳
沼
　
雅
彦

間
弓
　
幸
寿

関
根
　
甲
一

多
田
　
正
光

安
田
　
勝
利

鈴
木
　
幹
夫

円
谷
　
義
光

岡
部
　
俊
男

大
河
原
　
貞
男

鈴
木
　
新
一

吉
田
　
浩

赤
塚
　
敏
雄

鈴
木
　
新

鈴
木
　
藤
樹

小
板
橋
　
正
市

北
畠
　
正

内
山
　
一
利

小
山
　
志
津
夫

首
藤
　
文
男

瀬
谷
　
寛
隆

近
内
　
繁
治

鈴
木
　
茂
伸

岩
谷
　
金
良

添
田
　
勝
美

小
林
　
光
春

大
和
田
　
重
郎

矢
吹
　
公
彦

駒
木
根
　
茂

水
野
　
優

我
妻
　
秀
雄

常
盤
　
浩
章

水
野
　
榮
治

県
南
支
所

白
河
出
張
所（28

人
）

砂
川
　
信
一

平
久
江
　
勝
志

陳
野
　
良
一

橋
本
　
浩
一

佐
久
間
　
三
郎

鈴
木
　
博
之

根
本
　
建
一

岡
崎
　
利
直

深
谷
　
長
美

菊
地
　
浩
一

田
邉
　
敏
捷
　

長
田
　
信
夫

小
林
　
謙
一

木
野
内
　
悟

鈴
木
　
政
喜

大
竹
　
雅
雄

蛭
田
　
秀
治

圓
谷
　
誠

北
條
　
利
雄

青
戸
　
敏
一

秦
　
　
栄
一

佐
藤
　
喜
一

根
本
　
秀
男

鈴
木
　
忠
一

下
重
　
繁
男

寺
内
　
勘
次
郎

小
井
戸
　
正
和

小
貫
　
正
勝

会
津
支
所（

56
人
）

芥
川
　
澄
雄

山
崎
　
正
春

五
十
嵐
　
仁

赤
枝
　
幸
浩

風
間
　
勝

眞
壁
　
康
範

荒
川
　
和
則

大
竹
　
光
一

安
藤
　
達
也

大
西
　
司

田
中
　
政
昭

須
藤
　
秀
泰

千
葉
　
健
一

長
谷
川
　
充

佐
藤
　
勝
栄

結
城
　
和
夫

佐
藤
　
二
美

渡
部
　
義
勝

中
島
　
吉
昌

成
田
　
啓
二

佐
藤
　
一
哲

一
牛
　
善
一

松
井
　
忠
広

渡
部
　
優
生

遠
藤
　
修
司

金
田
　
孝
仁

阿
部
　
昌
広

渡
部
　
義
正

渡
部
　
英
雄

村
越
　
徳
栄

田
崎
　
英
夫

齋
藤
　
嘉
美

大
竹
　
宗
一

金
子
　
幸
誠

物
江
　
広
文

佐
藤
　
敬
一

角
田
　
雅
雄

金
子
　
昭
男

酒
井
　
佐
一

奥
　
　
高
伸

五
十
嵐
　
富
夫

山
内
　
昌
行

八
巻
　
常
英

野
中
　
充

東
瀬
　
英
治

鈴
木
　
文
男

鵜
川
　
広
記

渡
辺
　
一
郎

佐
藤
　
和
一

小
山
　
裕
司

平
野
　
勝
昭

星 

　
　
利
一

室
井
　
常
邦

星
　
　
希

目
黒
　
辰
也

目
黒
　
義
行

※
敬
称
略

任期満了に伴う総代選挙が、３月２５日に行われ、総代284名が決定しました。(6月1日現在)
任期は令和4年4月1日から令和7年3月31日までの３年間です。

今後は組合員を代表してご活躍いただきます。

総代２８４名が決定 新
た
な
執
行
体
制
が

決
ま
り
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
い
５
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

第
７
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
理
事
17
名
・
監
事
３
名
の

役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、

組
合
長
を
は
じ
め
と
す
る
職
務
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

任
期

令
和
４
年
６
月
１
日
〜

令
和
７
年
５
月
31
日

役 員 紹 介

組
合
長
理
事

地
区
担
当
理
事

監
事

理
事

副
組
合
長
理
事 

兼
地
区
担
当
理
事

専
務
理
事

引
き
続
き
農
業
保
険
制
度
の

普
及
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

小
林 

正
司（
矢
吹
町
）

県
北
支
所

渡
辺 

利
彦（
伊
達
市
）

代
表
監
事

玉
川 

数
男（
会
津
坂
下
町
）

菊
田 

透（
福
島
市
）

高
橋 

英
祐（
須
賀
川
市
）

星 

正
喜（
下
郷
町
）

近
藤 

正
人（
棚
倉
町
）

濱
須 

弘
仲（
南
相
馬
市
）

馬
場 

利
正（
二
本
松
市
）

高
畑 

吉
典（
喜
多
方
市
）

富
岡 

信
平（
い
わ
き
市
）

早
川 

栄
二（
田
村
市
）

星 

健
一（
会
津
若
松
市
）

中
央
支
所

樋
口 

誠
一（
郡
山
市
）

石
井 

功（
富
岡
町
）

県
南
支
所

矢
部 

玄
幸（
玉
川
村
）

小
室 

重
成（
学
識
経
験
者
）

（
矢
吹
町
）

矢
口 

雅
浩（
学
識
経
験
者
）（
福
島
市
）

会
津
支
所

猪
俣 

一
徳（
会
津
美
里
町
）

菊
地 

吉
一
郎（
大
玉
村
）
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の
駅
ば
ん
だ
い
内
に

２
０
２
０
年
４
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
お
む
す
び
屋
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
磐

梯
」
で
は
、
町
内
産
の
「
里
山
の
つ

ぶ
」
を
使
っ
た
お
む
す
び
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
お
米
は
粒
が
大
き
く
、食
べ

た
と
き
に
し
っ
か
り
と
し
た
歯
ご
た

え
と
適
度
な
粘
り
が
あ
り
ま
す
。
名

水
百
選
で
知
ら
れ
る
『
磐
梯
西
山
麓

湧
水
群
』
の
口
当
た
り
の
良
い
軟
水

で
炊
い
て
い
る
の
で
粒
は
ふ
っ
く
ら
。

ご
飯
が
よ
り
お
い
し
く
な
る
よ
う
に

思
い
を
込
め
て
、
一
つ
一
つ
の
お
む

す
び
を
握
っ
て
い
ま
す
」
と
店
長
の

ー
ダ
ー
を
受
け
て
、
木
工
作

品
を
何
で
も
作
り
ま
す
」
と

話
す
の
は
郡
山
市
片
平
町
の
境
幸
雄

さ
ん
。

　
退
職
後
、
知
人
か
ら
俳
句
掛
や
羽

子
板
の
製
作
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
木
工
細
工
を
本
格
的

に
始
め
ま
し
た
。

　
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
が
人
づ
て
に
広

ま
り
、
依
頼
が
次
第
に
舞
い
込
む
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
飾
り
棚
や

紙
芝
居
舞
台
、
テ
ー
ブ
ル
、
植
木
鉢

な
ど
様
々
な
木
工
作
品
を
手
掛
け
て

き
ま
し
た
。

　
製
作
す
る
際
に
は
、
使
い
勝
手
の

 

島
市
北
矢
野
目
に
あ
る「
そ

ば
蔵 

旬し
ゅ
楽ら

里り

」
は
、福
島
県

産
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た
「
そ
ば
ラ
ン

チ
」
と
地
元
産
の
旬
の
野
菜
を
使
っ

た
「
週
替
わ
り
ラ
ン
チ
」
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
同
店
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
こ

こ
ら
矢
野
目
店
の
直
売
所
に
隣
接
し

て
い
ま
す
。野
菜
な
ど
の
食
材
は
、直

売
所
に
出
荷
さ
れ
る
農
家
か
ら
直
接

仕
入
れ
て
い
る
た
め
、
ラ
ン
チ
で
食

べ
た
野
菜
を
食
後
に
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
店
主
の
渡
辺
三
枝
さ
ん
は
「
旬
楽

里
へ
来
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
に
、

滝
沢
さ
ん
。

　
同
店
は
、
持
続
可
能
な
自
然
環
境

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
お
米
を
育

む
周
辺
環
境
を
未
来
へ
残
す
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
夏
は
、「
磐
梯
西
山
麓
湧
水
群
」

の
水
で
作
ら
れ
た
氷
と
、
町
内
で
生

産
さ
れ
た
フ
ル
ー
ツ
ソ
ー
ス
を
使
っ

た
か
き
氷
の
提
供
を
考
え
て
い
ま
す
。

滝
沢
さ
ん
は
「
様
々
な
商
品
を
通
し

て
観
光
客
の
皆
さ
ま
に
、
磐
梯
町
を

よ
り
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な
お
店
に
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

良
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
木
材
を
な
る
べ

く
無
駄
に
せ
ず
、
切
れ
端
や
庭
木
の

剪
定
枝
も
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
木
工
細
工
は
、製
作
の
途
中
途
中

で
考
え
を
巡
ら
せ
る
時
間
が
楽
し
い

ん
で
す
。『
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
』
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
、

あ
れ
こ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
形
と
し

て
仕
上
が
っ
た
と
き
の
達
成
感
が
一

番
の
魅
力
で
す
」
と
境
さ
ん
。

　
「
今
後
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、皆

さ
ん
に
喜
ば
れ
る
木
工
製
品
を
作
り

続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

心
も
体
も
健
康
に
、
元
気
に
な
っ

て
お
帰
り
い
た
だ
け
る
よ
う
、
メ

ニ
ュ
ー
は
旬
の
も
の
に
と
こ
と
ん
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
、
代

表
的
な
夏
野
菜
の
な
す
と
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
ト
マ
ト
パ
ス
タ
の
ラ
ン
チ
を
提

供
予
定
で
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
野
菜

の
お
い
し
さ
を
味
わ
い
に
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

営
業
時
間
／
午
前
11
時
～
午
後
４
時

ラ
ン
チ
／
午
前
11
時
～
午
後
２
時

定
休
日
／
月
曜
日

おむすびでまちをＰＲ
磐梯町 「おむすび屋ｃａｆｅ磐梯」

店長 滝沢 照子さん

あったらいいなを形に
郡山市 境 幸雄さん

地元産の旬野菜で
心も体も健康に
福島市 「そば蔵 旬

しゅ

楽
ら

里
り

」 店主 渡辺三枝さん

一押しの塩むすびを持つ滝沢店長。気軽に注文できるメニューがそろう
店では、おむすびの他にそばソフトや磐梯町産のそばなども人気を集める

干支に合わせてユーモラスで個性的な寅の置物をたくさん作った境さん。
コースターやストラップ、花瓶置きなど、様々な木工作品に挑戦している

元気にランチを提
供する店主の渡辺
さん。キャベツを
始め野菜たっぷり
メンチカツの週替
わりランチ（時期
によりメニューは
変わります）

陽なたぼっこ／楢葉町井出字八石36-4　☎090-9039-0200そば蔵 旬楽里／福島市北矢野目原田東1-1　☎024-554-6751

会津
支所

中央
支所

福島
出張所

 

道
「
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福

お問い合わせお問い合わせ

葉
町
の
「
陽
な
た
ぼ
っ
こ
」

を
経
営
し
て
い
る
吉よ
し

田だ

泰や
す

子こ

さ
ん
は
、
地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ

り
、
同
町
内
産
の
新
鮮
な
野
菜
を
は

じ
め
と
し
て
、
福
島
県
内
産
の
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
和
漢
膳
料
理
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
和
漢
膳
料
理
は
、
中
国
で
生
ま
れ

た
薬
膳
料
理
を
日
本
人
の
体
や
味
覚

に
合
わ
せ
て
和
洋
食
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
も
の
で
、
ま
ぐ
ろ
の
サ
ラ
ダ
丼
や

台
湾
風
豆
乳
粥
な
ど
、
時
季
ご
と
に

旬
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
調

理
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
料

理
を
注
文
す
る
と
決
ま
っ
て
提
供
さ

れ
る
、
前
菜
プ
レ
ー
ト
は
特
に
お
す

す
め
。

　

吉
田
さ
ん
は
、「
店
名
の
『
陽
な

た
ぼ
っ
こ
』
の
由
来
は
、
訪
れ
た
お

客
様
に
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
い
で
も

ら
え
る
よ
う
に
と
付
け
た
名
前
で
す
。

料
理
を
味
わ
い
、
心
も
体
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

営
業
時
間
／
午
前
11
時
～
午
後
３
時

定
休
日
／
土
曜
日（
不
定
休
あ
り
）

※
日
曜
日
は
予
約
制
と
な
り
ま
す

地元産の食材を
たっぷり使った和漢膳料理
楢葉町 「陽なたぼっこ」 店主 吉田 泰子さん

割烹着で出迎えてくれる吉田さん。色とりどりの地元産野菜で作る
おすすめの前菜プレートは、盛り付けが美しく食べごたえも十分

双葉
出張所

 

楢

NOSAI元気通信

ぜひ
ご賞味
ください！

木工細工
楽しんで
ます！

お客様に
元気を
届けたい！

旬の食材で
おもてなし
いたします
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米の価格低下、凍霜害、コロナなどで支払い

1,694 件 2,959,350,994 円
つなぎ融資

162 件 463,890,000 円

これまでの
実績

※令和４年５月末時点

　

収
入
保
険
は
経
営
の
安
定
の
た
め
に
、
初
年
度
か
ら
加
入

し
て
い
ま
す
。
10
年
に
１
度
の
レ
ベ
ル
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

大
き
な
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

２
０
０
１
年
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
園
地
に
多
目
的
ネ
ッ
ト
、
防
霜
フ
ァ
ン
を
設
置

し
、
台
風
と
ひ
ょ
う
は
防
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
が
、
霜
は
防

ぎ
き
れ
ず
、
一
昨
年
と
昨
年
は
霜
の
被
害
に
よ
り
着
果
量
が
減

少
し
、
保
険
金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
保
険
金
の
支
払
い
は
早
く
、
助
か
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
農

作
業
が
滞
り
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
不
安
は
な
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
つ
な
ぎ
融
資
も
い
い
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。

渡わ
た

辺な
べ

果か

樹じ
ゅ

園え
ん

県
南
支
所

須
賀
川
市
森
宿

渡わ
た

辺な
べ 

喜よ
し

則の
り

さ
ん
（
44
）

　
　

 

佳よ
し
子こ

さ
ん
（
44
）

収入保険
加入者の声

モモ１００㌃、 和ナシ３００㌃、 洋ナシ７０㌃

　
収
入
保
険
は
自
然
災
害
に
よ
る
収

量
減
少
に
加
え
、
農
産
物
の
価
格
低

下
な
ど
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避

け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
補
填
す
る

制
度
。県
内
の
加
入
経
営
体
数
は
、令

和
４
年
３
月
末
現
在
で
３
，
２
８
５

経
営
体
と
な
っ
て
お
り
、
収
入
が
減

収
し
た
場
合
に
お
支
払
い
す
る
保
険

金
等
は
５
月
末
時
点
で
１
，
６
９
４

件
、
約
30
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
収
入
保
険
の
保
険
金
等
の

支
払
い
は
、
保
険
期
間
終
了
後
に
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
然
災
害
や

価
格
低
下
等
に
よ
り
、
保
険
金
等
の

支
払
い
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
無
利

子
の
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
令
和
３
年
は
１
６
２
件
、

４
６
３
，
８
９
０
，
０
０
０
円
の
つ

な
ぎ
融
資
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
は
、米
の
価
格
低
下
、凍

霜
害
に
よ
る
果
樹
の
結
実
不
足
、
低

温
・
日
照
不
足
に
よ
る
野
菜
な
ど
の

生
育
不
良
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
価
格
低
下
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
、
保
険
金
等
が
支
払
わ
れ
ま
し

た
。

安
定
し
た
事
業
運
営
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に

　

本
組
合
の
運
営
は
、
組
合
員
の
減
少
に
よ
る
事
業
規
模
の
縮
小
や
国
か
ら
の
事
務
費
負
担
金

の
減
額
が
続
く
中
、
業
務
の
合
理
化
・
効
率
化
に
よ
る
運
営
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
な
が
ら
農

業
保
険
の
加
入
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

農
業
保
険
制
度
は
、
自
然
災
害
等
に
よ
り
広
範
か
つ
甚
大
な
被
害
に
度
々
見
舞
わ
れ
る
我
が

国
の
農
業
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
運
営
主
体
で
あ
る
農
業
共
済
団
体
は
、

農
家
の
た
め
に
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
事
業
を
実
施
し
得
る
よ
う
実
施
体
制
を
よ
り
一
層

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
体
制
の
改
善
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　令和４年度の役員改選から、役員定数を削減し、理
事17名、監事３名としました。
　また、コンプライアンス態勢の充実及びガバナンス
強化の観点から、学識経験者などの専門的知見を有す
る専務理事及び員外監事を登用しました。

　水稲共済賦課単価は、組合員の負担増嵩を抑えつつ、
全ての農業者に対してセーフティネットを提供すべく、
将来にわたって安定的に事業を継続し得るように、令
和４年産から1㌃当たり60円に統一しました。

　特定組合設立後、旧組合をそのまま9支所として運営
してまいりましたが、業務経費の抑制と効率化を図るこ
とを目的に、令和4年4月1日より4支所に統合しました。

令和４年度より徴収しません。

■本所　●統括支所　◆出張所・連絡所

【役員体制】

【水稲共済事務費賦課単価の統一】

【組合員等割賦課金の統一】

【支所の統合】

農業経営に安心を

収入保険のご案内

合
理
化
・
効
率
化
を

図
っ
て
い
ま
す
！

NOS
AI

◆伊達連絡所

■本所
◆福島出張所

●県北支所
相馬出張所◆

●中央支所
◆田村出張所

双葉出張所◆

いわき出張所◆

●県南支所

◆白河出張所

◆棚倉連絡所

●会津支所

◆南会津連絡所

ひかりNOSAIふくしま 32号　1011　ひかりNOSAIふくしま 32号



水 稲 大 豆
農作物（水稲）共済掛金の納入期限は

７月31日（日）
までとなっております。

※今年の納入期限(7月31日)が休日のため、
　民法第142条の規定により８月１日が今年産の納入期限となります。

●全相殺方式９割補償一筆半損特約※3つきの場合
  ●  基準単収 500㎏
  ●  選択単位当共済金額 200 円

◆引受収量＝基準収穫量×補償割合

　450㎏＝ 500㎏×９割

◆共済金額＝引受収量×単位当共済金額

　90,000 円＝ 450㎏× 200 円

◆共済掛金総額＝共済金額×共済掛金率

　1,342 円≒ 90,000 円× 1.492％

◆国庫負担掛金＝共済掛金総額×国庫負担割合 50％

　671 円≒ 1,342 円× 50％

◆組合員負担掛金＝共済掛金総額−国庫負担掛金

　671 円＝ 1,342 円− 671 円

●全相殺方式９割補償の場合
  ●  基準単収 150㎏
  ●  選択単位当共済金額 284 円
　（経営所得安定対策申請者に適用する単価）

◆引受収量＝基準収穫量×補償割合

　135㎏＝ 150㎏×９割

◆共済金額＝引受収量×単位当共済金額

　38,340 円＝ 135㎏× 284 円

◆共済掛金総額＝共済金額×共済掛金率

　1,019 円≒ 38,340 円× 2.66％

◆国庫負担掛金＝共済掛金総額×国庫負担割合 55％

　560 円≒ 1,019 円× 55％

◆組合員負担掛金＝共済掛金総額−国庫負担掛金

　459 円＝ 1,019 円− 560 円

畑作物（大豆）共済掛金の納入期限は

７月21日（木）
までとなっております。

口座振替の登録をしている方は、指定の口座から掛金等を振り替えさせていただきますので、ご準備をよろしくお願いします。

10アール当たりの共済掛金計算例 10アール当たりの共済掛金計算例

　共済掛金は、共済金額※1と共済掛金率※2を基に、組合員ごとに計算されます。
　共済掛金から国の負担部分(水稲共済掛金の場合５割、畑作物(大豆)共済掛金の場合５.５割)
　を差し引いた金額が組合員負担掛金となります。

※１ 共済金額は、共済事故で損害が生じた時に組合が支払う共済金の最高額です。
※２ 共済掛金率は、過去の被害率を基礎として引受方式及び補償割合別に農林水産大臣が定めます。

適用される率は、組合員ごとに異なります。
※３ 一筆半損特約は、収穫量が耕地別基準収穫量の２分の１に相当する数量以下と認められる耕地につき、当該耕地別基準収穫

量の２分の１に相当する数量を減収量とみなして共済金を支払う特約です（水稲共済のみ）。
注) 共済掛金のほかに賦課金が加算されます。

通常時間帯：午前８時～午後６時
夜間時間帯：午後６時～午後１０時並びに午前５時～午前８時
深夜時間帯：午後１０時～午前５時
定 例 休 日：土曜日、日曜日、年末年始および国民の休日等

診療依頼の受付時間について
診療依頼は当日朝8：30～9：00頃までにご連絡頂きますようご協力をお願いいたします。
日中の受付であっても、獣医師の状況（割り振られた診療内容と急患対応等）により、夜間や
翌日になる場合があります。

『往診出張料』について
『往診出張料』

福島県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ福島）

＊ 『往診出張料』は診療、損害防止事業等に関わらず、訪問の度に、畜種１頭ごとではなく飼養者１戸での適用になります。
　お支払いは他の診療費と同様の取扱い（口座振替または直接振込）となります。
　また、急患等による受付後、獣医師到着前で診療依頼取り下げがあった場合でも往診出張料は発生します。
　なお、人工授精、受精卵移植は徴収対象外です。

県北家畜診療センター
〒964-0806 二本松市羽石221-1
☎0243-22-0865

郡山田村家畜診療センター
〒963-4312 田村市船引町船引字和尚壇77
☎0247-82-0101

いわせ石川家畜診療センター
〒963-6311 石川郡玉川村大字岩法寺字湯神前11-1
☎0247-37-1171

白河家畜診療センター
〒961-0912 白河市旭町一丁目240
☎0248-23-2010

会津家畜診療センター
〒969-3545 河沼郡湯川村大字桜町字森台77 
☎0241-28-0711

浜通り家畜診療センター
〒975-0038 南相馬市原町区日の出町507
☎0244-23-6148

共済掛金の納入期限のお知らせ
家畜診療センターから大切なお知らせ

　初診料が診療点数化されたことに伴い、令和４年６月１日から『往診出張料』 が新設されました。
　これは、 獣医師の慢性的な人員不足により、 個々の診療業務の増加及び労働環境を改善する
必要があることから、 見直しを行ったものです。
　今後も、家畜診療センターの収支の安定化を図り、診療及び損害防止事業等を継続的に提供
していきます。
　主旨をご理解いただき、 ご協力を賜りますようお願いいたします。

通常時間帯 夜間時間帯 深夜時間帯
平　　日 500円 5,000 円 10,000 円
定例休日 3,000 円 7,000 円 12,000 円

往診する
時間による

区分

農作物共済（水稲） 畑作物共済（大豆）

１

２

家畜診療センター

ひかりNOSAIふくしま 32号　1213　ひかりNOSAIふくしま 32号



自慢!

HISTORY

GOURMET

会津エリア

会津支所
阿部 千春さん

わ
た
し
が
紹
介
し
ま
す
！

　
新
宮
熊
野
神
社
の
拝
殿
と
し
て
建
て
ら

れ
た
長
床
は
、
44
本
の
太
い
柱
が
等
間
隔

に
５
列
並
ぶ
壮
大
な
建
造
物
で
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
床

の
前
に
は
、
樹
齢
８
０
０
年
と
も
い
わ
れ

る
ご
神
木
の
大
イ
チ
ョ
ウ
が
あ
り
、
樹
高

は
約
37
ｍ
、
幹
周
り
は
約
８
ｍ
も
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
は
会
津
若
松
市
か
ら
も
望
む

こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
る
巨
木
は
、
晩

秋
に
な
る
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想

的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
ま
す
。

　
落
ち
葉
が
黄
色
い
絨
毯
の
よ
う
に
彩
る

秋
が
有
名
で
す
が
、
清
涼
な
風
が
吹
き
わ

た
る
夏
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。
悠
久
の
歴
史

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
喜
多
方
市
の
郊
外
に
あ
る
熊
倉
地
区
は
、

昔
は
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
現
在
も
米
沢

街
道
の
面
影
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
い
そ
べ
食
堂
」
は
、地
元
の
人
に
愛
さ
れ

る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
店
。
現
在
の
ご
主

人
は
三
代
目
の
磯
部
邦
宏
さ
ん
で
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
麺
・
丼
・
定
食
と
レ

パ
ー
ト
リ
ー
も
豊
富
で
、
中
で
も
人
気
メ

ニ
ュ
ー
は「
も
つ
煮
定
食
」。
自
家
製
味
噌

と
ニ
ン
ニ
ク
、
唐
辛
子
で
甘
辛
～
く
味
付

け
さ
れ
た
も
つ
煮
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
点

で
ご
飯
が
ど
ん
ど
ん
進
み
ま
す
。
こ
れ
を

目
当
て
に
他
県
か
ら
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー

も
い
る
ほ
ど
。
喜
多
方
に
足
を
運
ん
だ
と

き
に
は
ぜ
ひ
！

長
床

いそべ食堂／喜多方市熊倉町熊倉宮西1557-5　☎0241-22-1870
お問い合わせ

新宮地区重要文化財保存会／喜多方市慶徳町新宮字熊野2258　☎0241-23-0775
お問い合わせ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
働

く
職
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
、
農

業
保
険
法
に
基
づ
く
農
作
物
共
済
・
家
畜
共
済
・

果
樹
共
済
・
畑
作
物
共
済
・
園
芸
施
設
共
済
・
建

物
共
済
・
農
機
具
共
済
・
保
管
中
農
産
物
補
償
共

済
に
係
る
業
務
並
び
に
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業

に
係
る
受
託
業
務
な
ど
。
な
お
、
業
務
に
は
一
般

事
務
の
ほ
か
、
事
業
推
進
、
損
害
評
価
等
の
外
勤

業
務
が
あ
り
ま
す
。

1 平成7年4月2日以降に生まれた人で、
　 短大卒業以上(令和5年3月卒業見込みを含む)の学歴を有する人
2 パソコン(ワード、エクセル等)を操作できる人
3 農業に関心のある人
4 普通自動車運転免許を有する人
　 又は令和5年3月31日までに取得可能な人

詳しくは、令和４年７月
下旬頃NOSAI福島の
ホームページに掲示される
お知らせをご覧ください。

加
入
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
や
共
済
に
お
い
て
、
被

害
や
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
損
害
を
受
け
た
部
材
・
部
品
等
の
確
認
が

で
き
な
い
場
合
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

同
様
に
、
家
畜
の
異
動(

出
生
・
売
買
・
死
亡)

が

あ
っ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
険
・
共
済
制
度
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

白河家畜診療センターの『吉山 紬』技査が、
この度「獣医学博士号」を取得しました。

おめでとうございます。

はがきに以下の項目をご記入のうえ、
「NOSAI福島 広報紙プレゼント係」までご応募ください。
おもて　住所 ： 〒960-8031　福島県福島市栄町6番6号 ユニックスビル6F
　　　　宛先 ： 「NOSAI福島 広報紙プレゼント係」
う　ら　①問題の答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
　　　　⑦広報紙に関するご意見、ご感想　

2022年7月25日必着（※当日の消印有効）

※当選者の発表は、商品の発送をもって
　代えさせていただきます。
※この応募で取得した個人情報は、プレゼントの
　抽選・発送以外の目的には使用いたしません。

応募方法

応募先

応募締切

注意事項

問題

ヒント

会津若松市のお城と言えば？

○ヶ城

令
和
５
年
度 

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

収
入
保
険
・
園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済
・
農
機
具
共
済
・
家
畜
共
済
　

ご
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

獣医学博士号取得

NOSAI・INFORMATION

NOSAIからのお知らせ

応募資格

三代目の磯部邦宏さん店内ではパンダがお出迎え

ラジオ福島（RFC）毎朝５時15分（日曜日は６時15分）からの『農家のみなさんへ』では、毎月第１・第４土曜日、第２水曜日、第４日曜日に、NOSAIだよりを放送しています。

歴史
スポット

グルメ
スポット

悠久の歴史を刻む

新宮熊野神社「長床」

地
元
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い
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新緑と
爽やかな風で
リフレッシュ!

大きいもつは
ピリ辛で
ご飯に合う！

「大人のちょっと贅沢アイスセット」プレゼント！
正解者の中から
抽選で5名様に

読者プレゼント!!

耳よりな情報を
お届け!!

令和４年度採用職員

15　ひかりNOSAIふくしま 32号 ひかりNOSAIふくしま 32号　14



県北支所／TEL.0243-23-7777（代）
〒964-0806 二本松市羽石221番地の1

福島出張所／TEL.024-544-2711（代）
〒960-8152 福島市鳥谷野扇田55番地1

伊達連絡所／TEL.024-572-5733
〒960-0634 伊達市保原町大泉字大地内104

相馬出張所／TEL.0244-23-6236
〒975-0038 南相馬市原町区日の出町507番地

中央支所／TEL.024-933-3307
〒963-8025 郡山市桑野二丁目1番15号

田村出張所／TEL.0247-82-0249
〒963-4312 田村市船引町船引字和尚壇77

双葉出張所／TEL.0240-22-4111
〒979-1132 双葉郡富岡町大字下郡山字真壁326

いわき出張所／TEL.0246-24-1166
〒970-8026 いわき市平五丁目18-5

県南支所／TEL.0247-37-1003
〒963-6311 石川郡玉川村大字岩法寺字湯神前11番地1

白河出張所／TEL.0248-27-1121
〒961-0912 白河市旭町1-240

棚倉連絡所／TEL.0247-33-2261
〒963-5671 東白川郡棚倉町大字寺山字高瀬田16-5

会津支所／TEL.0241-28-1111（代）
〒969-3545 河沼郡湯川村大字桜町字森台77番地

南会津連絡所／TEL.0241-62-5588
〒967-0023 南会津郡南会津町福米沢字観音前997-1

お問い合わせ・ご相談は
最寄りの各支所・出張所まで
お気軽にご連絡ください。

編集・発行／福島県農業共済組合（NOSAI福島）

Vol.32
2022.7

〒960-8031　福島市栄町6番6号
TEL.024-521-2715　FAX.024-523-1887
https://fukushima-nosainet.jp/

手続きがまだの方は、
NOSAI各支所・出張所までご連絡ください

　以前から、家で農業の手伝いはしていましたが「安達太良の名水

と、大玉村の豊かな土が育んだ、おいしいお米をこれからも守り続

けていきたい」という代表の言葉に賛同して就職を決めました。

　栽培から収穫まで、農業に関わる一通りの仕事を行っています。

屋外での農作業は季節を感じられて楽しいです。大変な仕事は二

人で分担して、相談しながら行えるところがいいですね。情報を共

有して互いの足りない所を補い合い、協力して作業を進めています。

　今後は販売の方に力を入れたいです。日本だけでなく世界各地

の人たちに、私たちが作るおいしいお米を知ってもらい、じっくりと

味わってほしいです。

　令和元年に新規就農した会津若松市の久田純一さん。以前は

建設関係の仕事に就いていましたが、一念発起し、ご夫婦でアス

パラガスの栽培に挑戦しました。もともとは田んぼだったという土

地はアスパラガスの育成に適しておらず苦労したそうで、先輩農家

さんのアドバイスをいただき、試行錯誤しながら栽培技術を磨いて

います。「2022年からネット販売を始めました。お客さまから「おい

しい！」と感想をいただいたと

き、やりがいを感じます」と

久田さん。現在の栽培面積を

倍にしたいと将来の目標を話

す、その目は夏の太陽のよう

にキラキラと輝いていました。

水稲５０㌶、 そば２㌶、 ネギ１０㌃、 トマト２㌃

口座登録はお済みですか？

あだたらドリームアグリ株式会社

古
ふる

川
かわ

沙
さ

織
おり

さん、斎
さい

藤
とう

恵
え

美
み

さん（大玉村）

絶品のアスパラガスを
一人でも多くの人に届けたい！

今回の
表紙

防犯・安全確保を図るため、掛金等の
納入に口座振替をお願いします。
口座振替ができる金融機関は、JA・
銀行・郵便局・信用金庫・信用組合
などです。

輝く☀

農業女子


